
2026年度 学校推薦型選抜試験 法学部 法律学科  「出題の意図」 

 

１．実施状況 

志願者数・合格者数 

志願者数 合格者数 

12 5 

※ 一般、スポーツの総計 

 

２．法律学科 アドミッション・ポリシー 

法律学科では、法的思考能力（リーガル・マインド）を備え、現実の社会におけるさまざまな

問題に対して、論理的かつ合理的に考え、柔軟かつ適切な解決策を導き出すことのできる人

材の育成を目指しています。 

 そのため、高い志と正義感、忍耐力を備え、以下のような適性を持った意欲ある志願者を求め

ています。 

 

① 社会の動きについて、幅広い関心と知識を持っている人 

② 物事を柔軟かつ論理的に考え、自分の意見を的確に表現できる人 

③ 多様な意見に耳を傾け、適切な解決策を導き出す努力ができる人 

 

３．出題の意図 

今回の小論文の出題は、志願者が本学科のアドミッション・ポリシーの①から③すべてにあ

てはまる人物かどうかを判断することに、そのねらいがあります。 

この出題内容では、まず、志願者が現在のわが国の社会的課題について、広く関心をもって

いるかが問われます。その際には「キーワード」および「資料」を理解して活用することが求めら

れます。また、国際社会との関係への言及が論述内容の厚みを増すポイントとなるため、その知

識があるかどうかも問われることになります。 

その上で、出題のテーマに関する多様な意見を整理・検討することができるか、そして、それ

らの意見を論理的に説明することを通じて、その問題を柔軟かつ論理的に考え、自身の見解を

自らの言葉で的確に表現し、展開する能力があるかが問われます。 

 

４．その他特記事項（評価のポイント・アドバイスなど） 

オーストラリアの法制定は、あくまでも外国の事例としての紹介ですので、必ずしもその規制

内容にとらわれる必要はありません。日本として取るべき対応（規制の是非、規制内容など）を

柔軟に論ずることが求められます。 

   







 

 













 

 

 




